
日本人の価値観変化 （ライフスタイル・生活懇談会） 野村総合研究所 玉田 樹 051014
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「安心」システムの崩壊

・大震災、未解決のままの宗教事件

・不祥事の多発と荒れる学校

・増税・社会保険料の切り上げ

・終身雇用制の崩壊と頻発する雇用リストラ

「豊かさ」の終焉

チャレンジ精神の台頭

「豊かさ」価値観の終焉、「よりよく生きる」への60年ぶりの転換

将来不安の増大

安心社会の崩壊
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出所）ＮＲＩ　1万人アンケート

1. 健康問題（自分・家族） 66.0%

2. 環境問題 29.0%

3. 治安悪化・犯罪増加 19.3%

4. 教育・進学・就職 17.3%

将来に対する不安や悩み 1997年

日本国民の抱える悩みと不安

65.7%

33.7%

28.0%

20.8%

2000年

国民が信頼している相手　　　（％）

（出所）ＮＲＩ　1万人アンケート調査
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差

19.420.322.3中央官庁の官僚

10.912.012.6国会議員

42.840.447.4市役所の公務員

60.344.270.9警察官

54.452.565.2学校の先生

80.681.886.7医師

2003年2000年1997年信頼する相手

不安 + 国家不信
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 単 位 ： ％ ） 　

　 　 　 　 　 日 常 生 活 の 考 え 方 　 　 　 　 　 　 　 1 9 9 7 年 　 　 2 0 0 0 年 　 　 　 差 　 　

・ よ り 良 い 生 活 の た め な ら 今 の 生 活 を 4 5 .2  　 　 　 6 7 .7 　 　 　 2 2 .5

変 え る こ と に も チ ャ レ ン ジ し て い き た い 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・ 積 極 的 に 社 会 の た め に 貢 献 し た い 7 7 .1 　 　 　 7 6 .4 　 　 ▲ 0 .7

・ 一 流 企 業 に 勤 め る よ り 自 分 で 事 業 を 4 9 .0 　 　 　 4 5 .3 　 　 ▲ 3 .7

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お こ し た い 　 　

・ 日 本 の 国 や 国 民 を 誇 り に 思 う 6 8 .7 　 　 　 6 5 .3 　 　 ▲ 3 .4

（ 出 所 ） Ｎ Ｒ Ｉ生 活 者 １ 万 人 ア ン ケ ー ト 調 査 （ 1 9 9 7 年 4 月 ， 2 0 0 0 年 6 月 ）

日 常 生 活 の 考 え 方

この変化は、一体何だ

自己変革の価値観＝
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社会システム

の

構造改革

「豊かな」生活

親方日の丸、政府に

任せきりのリスク
なし社会
Ａ．警察依存の治安
Ｂ．国依存安全保障
Ｃ．無限の災害対策
Ｄ．世代間社会保障
Ｅ．進学教育
Ｆ．終身雇用
Ｇ．マイホーム
Ｈ．地方開発・誘致　

（安心システム）
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「よりよく生きる」「よりよく生きる」

チャレンジの場確保のた

めのリスクテイク社会

Ａ．「共助」防犯システム
Ｂ．国家マヒ想定システム
Ｃ．公共事業の再定義
Ｄ．自己積立口
Ｅ．「よりよく生きる」教育
Ｆ．兼業システム
Ｇ．兼居システム
Ｈ．子育てメカニズム

（信頼システム）

チャレンジの場確保のた

めのリスクテイク社会

Ａ．「共助」防犯システム
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Ｃ．公共事業の再定義
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（信頼システム）

　　土台
（価値観：到達目標）

　　上屋
（目標到達を支える
　経済社会システム）

　　土台
（価値観：到達目標）

　　上屋
（目標到達を支える
　経済社会システム）

（参考）ＮＲＩ生活者1万人アンケート2003年

“あなたのお住まいの地域に「空き巣」などの被害が増加した場合、あなたは、
　まず最初に何をしようと思いますか“

①警察に働きかけて、地域の見まわりなどを強化してもらう　 （50.2％）

②隣近所どうしで協力して、地域の防犯体制、防犯意識を強化する　（41.3％）

③セコムなどの有料のホームセキュリティサービスに加入する （7.8％）

「公助」

「共助」

「自助」
(出所）「『共助』『自助』を支援する改革」玉田　『知的資産創造』野村総合研究所2004年2月号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

　　　　1997年 2000年
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終身雇用⇒
兼業

マイホーム⇒
兼居

警察依存⇒
隣近所防犯

「公助」
親方日の丸、護送船団
おんぶにだっこ

「共助」「自助」


